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与那国島は本邦最西端の島で､ 沖縄島から西へ

�����､ 北緯��°��	～��°�
	､ 東経���°��	～

���°��	に位置している｡ 周囲が����､ 東西に約

����､ 南北に約４��の島で､ 八重山諸島のなか

では西表島､ 石垣島に次いで３番目に大きな島であ

る｡ 同緯度の石垣島から西に��
��の地点にあり､

さらに西へ�����には台湾が位置し､ 晴れた日に

はうっすらとその姿を望むことができる｡ 夏には東

の空に南十字星が見られるほどの低緯度にある人口

����人ほどの島である｡

筆者は､ ����年７月地質についての現地調査を行っ

た｡ 調査日程が短く全体的な調査ができなかったた

め露頭を中心に調査し､ その結果をこれまでの主な

調査報告とあわせて検討し､ わかったことを以下に

報告する｡

なお､ 与那国島の地形図は国土地理院の数値地図

�����地図画像を使用した｡

��

この島は東西に細長い六角形の形をしており､ 海

岸線には断崖絶壁が走っているため砂浜が少ない｡

北東－南西､ 北西－南東､ および東－西３方向に走

る断層によって島の周囲が切られ､ 独特な景観を見
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図１ 与那国島の位置と地形図

※ 〒�������� 沖縄県島尻郡八重瀬町港川��� 向陽高等学校
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与那国島
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表１ ����年の各地の気象データ (気象庁)
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せている｡ これらの断層は島内にも多数見られ､ 横

ずれが少なく垂直に近い高角度の正断層が北側で落

ちている｡ 島内の主な道路はこれらの崖に沿って造

られているため､ 北に面した崖面が大変良い具合に

観察できる｡ その落差は､ 大きい所で����以上に

なり (坂井ほか, ����)､ 八重山層群の分布の北縁

を形成している｡

島の中央部には､ 東から標高�	��で島の最高峰

の宇良部岳・インビ岳､ 西に����の久部良岳・ド

ナン岳が連なり､ それらのまわりに南に緩く傾斜し

た琉球石灰岩の高位 (��～
�ｍ)・低位 (��～�ｍ)

二段の段丘地形が広がっている｡ さらにその間に盆

地が東西に延びて全体としてはケスタ状地形を形成

している｡ 島の南西部には湿地帯が広がり､ 西部の

久部良や宇良部岳周辺には池も見られ､ 小さな割に

は起伏に富んだ島となっている｡

��

与那国島は沖縄県の他の島々と同じく亜熱帯海洋

性気候に属しており､ その特徴として温暖で気温の

差が小さく､ 雨が多いことなどが挙げられる｡ その

中でも､ 与那国島は､ 雨が多く､ 風が強い点で際立っ

ている｡

����年の記録を那覇､ および､ ほぼ同緯度の石垣

島と比較してみると､ １��以上の降雨日数が那

覇では���日､ 石垣島では���日と差はないが､ 与那

国島では�	�日と高い数値を示している｡ 不照日数

でも､ 那覇・石垣の��日・
�日に対して��日と明ら

かに多くなっている｡ これは湿度の差にも表れてお

り､ 与那国島が他の地域よりも高い数値を示してい

る｡

日本で最初に黒潮に洗われる与那国島は､ 海水温

が最も高いため､ 水蒸気量も多くなり､ そのことが

雲の多さ､ そして雨の多さにつながっている｡

また､ 風の強さはさらに顕著である｡ 風向は那覇・

石垣島と比較しても変わりないが､ 平均風速は､ 那

覇が�
����､ 石垣島が

����に対して与那国島

は８���と大変高い数値を示している (表１)｡

��

与那国島の地質は､ 下位から中新世の八重山層群､

更新世の琉球層群､ 完新世の堆積物と､ 大まかに３

つに区分される｡ 八重山層群は����前後の山地を

形成し､ 段丘面を琉球層群､ それら間の狭い盆地を

埋めているのが完新世の堆積物である (図２)｡

八重山層群

赤茶けた砂岩層を主に､ 緑色､ および､ 紫褐色の

砂岩､ 灰～黒色の頁岩が見られ､ 全体として砂岩層

が卓越している｡ 砂岩層にクロスラミナやサンドパ

－ 3－

図２ 与那国島の地質 (坂井ほか����)



イプ状の生痕化石が確認できることから､ 浅海の堆

積物であることが考えられる｡

一般に北東－南西方向の走向で南東側に緩く傾斜

する単斜構造をしており､ 東崎と西崎を結ぶ線より

南側に分布している｡ 層厚は地質構造から見て少な

くとも���ｍはあり (坂井ほか, ����)､ その上を琉

球層群が覆っている｡

琉球層群

ほとんどが琉球石灰岩からなるが､ 最下部にドナ

ン層と呼ばれる砕屑岩層が存在する

ドナン層：ドナン岳東方などで八重山層群を傾斜

不整合で覆っている｡ 基底礫岩は発達していない｡

八重山層群に由来する砂礫､ 特に淡褐色～黄褐色の

砂層を主とし､ 上部に破砕性石灰岩がのっている陸

源砕屑岩層である｡ 炭化した植物遺骸や､ サンゴ片

なども含まれる｡

琉球石灰岩層：基盤の八重山層群を不整合におおっ

て広く分布する｡ サンゴ類・石灰藻・貝類などの個

体と破片を雑然と含む砕屑性石灰岩を下部に､ 大型

のサンゴや層状石灰岩を主体とする礁性石灰岩が上

部に２つの部層からなる｡ 上下の関係は整合で､ 下

位のドナン層を欠く場合にはこの下部の破砕性石灰

岩層も欠くことが多い｡

上部の礁性石灰岩が低位､ 高位２つの段丘面を形

成している｡ 低位は標高��～	�
ほどで久部良バ

リからトグル浜南部および祖納東方へと東西方向に

細長く連なり､ 高位は標高��～��ｍでサンニヌ台か

ら天蛇鼻にかけての幅の狭い段丘面を形成している｡

２つの段丘面を形成している石灰岩は同一のもの

であることから､ 本来同一段丘面であったものが､

その後の断層運動により高さが異なったものと考え

られている｡ (矢崎, ����)

完新世堆積物

宇良部砂礫層：断層に沿って､ 八重層と琉球石灰

岩層の間を埋めるように東西に分布している｡

全体的に南側で厚くなっており､ 島が少しずつ南

に傾いたことと関連している｡

隆起石灰岩：祖納湾・ヌルガン浜・比川湾及びカ

タバル浜などに局地的に分布する隆起サンゴ礁であ

る｡ サンゴや石灰藻などからなり､ ��
までの高

さで明瞭な平坦面を形成する｡

その他の完新世堆積物：トルグ浜とダンヌ浜にビー

チロック､ トルグ浜に砂丘砂層を確認した｡

����

東崎

隆起した八重山層群が緩やかに南に傾斜し､ 周囲

を断崖絶壁に切られた島の最東端の景勝地となって

いる (図３)｡

北側から海岸に降りていくと､ 垂直に切られた断

層崖面を観察することができる｡ クロスラミナが見

－ 4－

表２ 与那国島の層序

地 質 時 代 絶対年代(×��４年) 地 層

新
生
代

第
四
紀

完新世 沖 積 層

ビーチロック
砂丘砂層

隆起石灰岩

宇良部砂礫層

更新世 琉球層群
琉球石灰岩

ドナン層

第
三
紀

鮮新世 ＜ 陸 化 ＞

中新世 八 重 山 層 群

�

���

���



られる厚さ���以上にもなる砂岩層と薄い泥岩層

の互層で､ 緑色の砂岩層もあり､ それらが､ まるで

何かで切り取ったかのような見事な壁面となってい

る (図４)｡ 海岸の巨大な転石の層理面にはサンド

パイプ状生痕化石が無数に見られ (図５)､ 崖下で

は琉球石灰岩との不整合の関係を示す基底礫岩も見

られる｡

ティンダハナタ (天蛇鼻)

島の中心である祖納集落の背後に､ 屏風のように

そびえ立つ崖である (図６)｡ 八重山層群の上に琉

球石灰岩が不整合で重なり､ 境界の八重山層がノッ

チ状に浸食されている (図７)｡ ひさしのように張

り出した琉球石灰岩の基底には１ｍを越える巨礫も

見られ (図８)､ 湧き水もあり､ 八重山層と琉球石

－ 5－

図３ 東崎

図４ 垂直な崖面

図５ 生痕化石

図６ 祖内集落後方にそびえ立つティンダハナタ

図７ ノッチ状の不整合面(ひさしより上部は琉球石灰岩､ 下部は八重山層)

図８ 巨大な基底レキ



灰岩の関係がとてもよく観察できる場所である｡ 浸

食された部分までは遊歩道が整備されており､ 集落

を見下ろす景勝地として多くの観光客が訪れる場所

である｡ 飛行機が発着する際にこの上空を通過する

ので､ 見下ろすと上面が平坦になった琉球石灰岩の

様子がよくわかる (図９)｡

サンニヌ台

南東部の海岸に､ 海側に緩く傾斜した八重山層の

赤茶けた砂岩がテラス状に広がり､ ほぼ垂直に多数

の割れ目が走った何段ものテーブルが広がる (図��)｡

上面には無数のサンドパイプ状生痕化石が見られ

(図��)､ 断面には流れのあったことを示すクロスラ

ミナも観察できることから､ 浅海の堆積物であった

事が推測される｡

数十ｍの海を隔てて沖合に軍艦岩と呼ばれる岩塊

があり､ サンニヌ台と同様に海に傾斜した地層の様

子が観察できる (図��)｡ また､ ここから南西に１

��の海中には､ 高さ���ほどの岩が突き出して

おり､ 立神岩と呼ばれている｡ 八重山層群の一部が

断層の後､ 風化・浸食に取り残されて形成されたも

ので､ ここでは水平な層理が観察される (図��)｡

久部良バリ

島の西端近くにあり､ 八重山層群の崖に形成され

た割れ目｡ その昔､ 人頭税を逃れるための人減らし

に､ 妊婦に跳ばせたと言われており､ 北東－南西方

向の断層面が浸食されて幅３ｍ､ 深さ７ｍほどになっ

ている (図��)｡

崖下には緑色をした砂岩層が広がり､ ここにも生

痕化石が多数見られる｡
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図�� 軍艦岩

図�� 立神岩

図９ 飛行機から眺めるティンダハナタ

図�� サンニヌ台

図�� サンドパイプ



ここから久部良漁港を挟んで最西端の西崎を臨む

と､ 南に緩く傾斜した八重山層群の様子が良い具合

に観察できる (図��)｡

����

南海岸の新川鼻の崖下では､ 八重山層群中の頁岩

から植物等の化石が報告されているが､ 今回は悪天

候で降りることができず確認できなかった｡ また､

久部良バリは､ 今回の調査では割れ目が草木に覆わ

れ確認できなかったので､ 写真は過去のものを使っ

た｡

今回の調査で最も気になったことはナンタ浜の変

貌であった｡ 琉歌にもその美しさが歌われ､ 首里に

あった旧博物館の２階には, 大きく引き延ばされた

写真が展示されていた｡ そのナンタ浜の風景が､ 度

重なる護岸工事によって姿が大きく変えられてしまっ

ていた｡ 現在は回復しているだろうか｡ 気になると

ころである｡

与那国島はテレビドラマの舞台にもなり､ 多くの

観光客が訪れるようになった｡ 島の自然は大切な観

光資源である｡ 自然環境の保護・保全と地域の開発

との関係はとても難しい問題であるが､ 手を加える

ことに対しては熟慮願いたいものである｡
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図�� 最西端の碑

図�� 久部良バリから見る西崎

図�� 久部良バリ




